
第53回“社会を明るくする運動”を振り返って�

●傍聴席から見た法廷�

●裁判官席から見た法廷（証人に質問する検察官）�

●完成したスプーンといっしょに�

●贈呈式�

●受賞された方々�
（模擬法廷）�

●
個
人
部
門
�

●
職
域
部
門
�

東京入国管理局成田空港支局�
偽変造文書対策室長�
�

法務総合研究所国際連合研修協力部及び�
総務企画部国際研修事務部門�

国連アジア極東犯罪防止研修所�

皆さんは、「裁判員制度」について聞いたことがありますか。�
政府は、司法制度改革の中で、国民の皆さんが重大な刑事事件の裁判に参加する�

「裁判員制度」の導入について検討しています。�
�

法務省発、ちょっと耳よりな情報です。�

法務省だより� 法務省大臣官房 �
秘書課広報室�

●本誌に対する御意見、御感想は……　［法務省大臣官房秘書課広報室］〒100-8977 東京都千代田区霞が関1-1-1　Tel：03-3580-4111（代）　Fax：03-3592-7393

●法務省の詳しい情報は下記のホームページをご覧ください。�

●この印刷物は再生紙と大豆インキを利用しています。�

■1月号目次�
［2面］民事手続の改善を進める「三つの改正法」が成立しました。�
［3面］人KENまもる君、人KENあゆみちゃんが特別人権擁護委員に。�
　　 法務省の海外支援 日本の援助でフィリピンに少年院が完成�
［4面］第53回“社会を明るくする運動”を振り返って�
　　　「人事院総裁賞」に法務省から2組が選ばれました。�

防災訓練の様子�

70

叙勲伝達式と褒賞伝達式が�
行われました�
�

　長年にわたり法務行政に協力・貢献されました

篤志面接委員、教誨師、保護司、人権擁護委員

等の民間協力者の方々等309名を法務省にお

招きし、11月7日に叙勲伝達式が、また同13日に

褒賞伝達式がそれぞれ行われました。ここに改め

て感謝を申し上げますとともに、今後とも変わら

ぬ御理解と御支援をお願い申し上げます。�

�

�

�

�

�

�

�
人権擁護委員の法務大臣表彰授与式が
行われました�
�

　10月14日、法務省において、野沢法務大臣から、

多年にわたり国民の人権擁護に貢献された人

権擁護委員120名に対して法務大臣表彰状が

授与されました。�

第54回“社会を明るくする運動”�
標語一般募集の入選作発表�
�

●入選作品・入選者�

1 最優秀賞（法務大臣賞）�

「立ち直る　気持ち育てる　やさしい目」�

吉川弘子さん　神奈川県川崎市在住　自営業�

2 優秀賞（“社会を明るくする運動”中央実施

委員会委員長（法務事務次官）賞）�

「声かけて　ふれあう心が　断つ非行」�

園田　浩さん　熊本県熊本市在住　自営業�

3 優秀賞（“社会を明るくする運動”中央実施

委員会委員長（法務事務次官）賞）�

「見逃すな　非行のサインは　家庭から」�

坂　典子さん　岐阜市加茂郡　公務員�

4 特別賞（更生保護法人日本更生保護協会理

事長賞）�

「ささえ合い　笑顔で作る　明るい社会」�

石動幸夫さん　東京都品川区在住　会社員�

　入選作品は、平成16年度に実施される第54

回“社会を明るくする運動”（法務省主唱）にお

いて活用されます。�
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

は�

こ
れ
ま
で
53
回
を
数
え
ま
し
た
。�

犯
罪
や
非
行
の
防
止
、�

罪
を
犯
し
た
人
々
の
更
生
に
つ
い
て�

多
く
の
国
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
、�

全
国
各
地
で
様
々
な
行
事
を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。�

今
回
は
第
3
号
で
も
一
部
を
紹
介
し
た�

中
央
行
事
に
つ
い
て
更
に
御
紹
介
し
ま
す
。�

第
53
回�

�
　
　
　
　
　   

を
振
り
返
っ
て�

刑務所、少年院等の矯正施設では、多くの受刑者や在院

者が改善更生に向け努力を重ねていますが、彼らの健

康管理や疾病の治療に取り組んでくださる医師を広く

募集しています。�

詳しくは、下記法務省のホームページをご覧ください。�

http://www.moj.go.jp/KYOUSEI/kyouse14.html

矯正施設に勤務する医師を求めています。�

●野沢法務大臣が再任●�

11月19日、第二次小泉内閣が発

足し、法務大臣に野沢太三前大臣

が再任されました。�

また、翌20日、法務副大臣に衆議

院議員の実川幸夫氏が就任され、

法務大臣政務官には、中野清前政

務官が再任されました。�

裁
判
員
制
度
と
は
�

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
�

　
裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の

皆
さ
ん
が
、
裁
判
員
と
し
て
、

重
大
な
刑
事
事
件
の
裁
判
に
お

い
て
、
裁
判
官
と
一
緒
に
、
有

罪
・
無
罪
や
刑
の
種
類
や
重
さ

を
決
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
�

　
裁
判
員
は
、
国
民
か
ら
抽
選

で
選
ば
れ
た
候
補
者
の
中
か
ら
、

一
つ
の
事
件
ご
と
に
選
ば
れ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

裁
判
員
制
度
の
対
象
と
な
る
事

件
は
、
殺
人
事
件
な
ど
、
国
民

の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
重
大

事
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
裁
判
員
制
度
導
入
の
た
め
の

法
律
案
は
、
現
在
開
会
中
の
国

会
に
提
出
さ
れ
、
法
案
成
立
後

は
、
数
年
間
の
準
備
期
間
を
経

て
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。
�

�な
ぜ
裁
判
員
制
度
を
�

導
入
す
る
の
で
す
か
�

　
皆
さ
ん
の
刑
事
裁
判
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。
刑
事
裁
判
と

聞
い
て
、
「
自
分
と
は
関
係
な

い
」
「
怖
く
て
近
寄
り
に
く
い
」

「
何
を
や
っ
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
」
な
ど
と
感
じ
る
方
も
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
「
時
間
が
か
か
り
す
ぎ

る
」
「
判
決
の
内
容
が
国
民
の

感
覚
か
ら
ず
れ
て
い
る
」
な
ど
、

不
満
を
お
持
ち
の
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
�

　
裁
判
員
制
度

の
導
入
に
よ
り
、

法
律
の
専
門
家

で
は
な
い
国
民

の
皆
さ
ん
の
感

覚
が
裁
判
の
内

容
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、

国
民
の
皆
さ
ん

の
司
法
に
対
す

る
理
解
と
支
持

が
深
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

ま
た
、
同
時
に
、

裁
判
が
迅
速
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、

裁
判
の
手
続
や
判
決
が
分
か
り

や
す
い
も
の
に
な
る
こ
と
も
実

現
さ
れ
ま
す
。
�

�裁
判
員
に
選
ば
れ
る
と
、�

忙
し
く
て
も
�

断
れ
な
い
の
で
す
か
�

　
裁
判
員
の
具
体
的
な
選
び
方

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
中
で

あ
り
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
�

　
ま
ず
、
裁
判
員
が
広
く
国
民

の
中
か
ら
公
平
に
選
ば
れ
る
よ

う
に
、
裁
判
員
の
候
補
者
は
一

定
の
年
齢
以
上
の
国
民
の
中
か

ら
抽
選
で
選
ば
れ
、
裁
判
員
の

候
補
者
と
し
て
裁
判
所
か
ら
連

絡
を
受
け
た
人
は
、
裁
判
所
に

行
く
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
�

　
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
裁
判

員
に
な
る
こ
と
が
難
し
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

一
定
の
理
由
が
あ
れ
ば
辞
退
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
一

定
の
高
齢
者
の
方
や
、
病
気
、

仕
事
、
家
族
の
保
育
・
看
護
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
裁
判
員
に

な
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
辞
退

を
認
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

と
、
一
つ
の
事
件
を
判
決
ま
で

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

裁
判
が
長
く
な
る
な
ど
し
て
日

常
の
生
活
へ
の
負
担
が
重
く
な

ら
な
い
よ
う
、
裁
判
員
が
加
わ

る
裁
判
は
、
で
き
る
限
り
毎
日

行
い
、
分
か
り
や
す
い
裁
判
を

速
や
か
に
行
う
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
律
を
全
く
知
ら
な
く
�

て
も
大
丈
夫
で
す
か
�

　
法
律
の
知
識
が
な
く
て
も
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裁
判
員
の

仕
事
は
、
裁
判
官
と
一
緒
に
、

有
罪
・
無
罪
や
刑
の
種
類
や
重

さ
を
決
め
る
こ
と
で
す
が
、
そ

の
判
断
に
必
要
な
法
律
は
、
裁

判
官
が
や
さ
し
く
説
明
し
て
く

れ
ま
す
。
裁
判
員
制
度
で
は
、

裁
判
官
と
裁
判
員
と
が
十
分
に

話
し
合
い
な
が
ら
裁
判
を
行
う

の
で
、
裁
判
員
と
な
る
皆
さ
ん

に
専
門
的
な
知
識
は
必
要
な
い

の
で
す
。
�

�裁
判
員
制
度
の
�

導
入
に
向
け
て
�

　
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性

は
、
ど
な
た
に
も
同
じ
よ
う
に

あ
り
ま
す
の
で
、
裁
判
員
制
度

が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
御
支
持

と
御
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

政
府
と
し
て
は
、
様
々
な
方
法

に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
皆
さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ
に
努

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
御
理
解

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
�

東京消防庁丸の内消防署から�
感謝状が贈られました�
�

　１１月１４日、法務省が入庁している合同庁舎

第6号館が東京消防庁丸の内消防署から、「平

素から防火管理業務の重要性を深く認識し火

災予防の積極的な推進に寄与」したとして、感

謝状の贈呈を受けました。これは、秋の火災予

防運動行事の一環として行われたものですが、

感謝状が贈られたのは、同消防署管内の官公

庁としては当館だけでした。�

　当館では、平素から防火・防災活動に積極的

に取り組んでいるほか、職員で組織される自衛

消防隊による消火訓練にも力を入れており、こ

の度の感謝状は、これら

の努力と実績が評価さ

れたものと、大いに意を

強くしているところです。

大規模地震が切迫して

いるなどといわれている

こともありますので、当館

では、これを励みとして、

今後なお一層、防火・防

災活動に尽力することと

しております。�

　
「
人
事
院
総
裁
賞
」
と
は
、
公
務

員
等
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
信
頼

を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
し
た
職
員
や

職
域
グ
ル
ー
プ
を
た
た
え
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
16
回
目
と
な

る
今
回
は
、
個
人
で
2
名
、
職
域
で

3
部
門
の
合
計
５
組
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
賞
は
、
極
め
て
多
く
の
職
員
・

部
門
の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
る
の
で
す
が
、

今
回
、
こ
の
中
に
法
務
省
の
職
員
と

職
域
が
計
２
組
も
選
ば
れ
、
法
務
省

の
職
員
等
が
地
道
に
行
っ
て
き
た
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
、
関

係
者
一
同
大
変
に
喜
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
�

　
授
与
式
は
、
12
月
11
日
、
東
京
都

内
の
明
治
記
念
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、

受
賞
者
は
そ
の
後
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
拝
謁
を
賜
る
と
い
う
栄
誉
に
浴

し
ま
し
た
。
�

　
で
は
、
晴
れ
の
受
賞
者
（
部
門
）

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
�

�

 受
賞
者
等
の
横
顔
�

　
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
の
中
で
、

パ
ス
ポ
ー
ト
を
偽
造
し
て
不
法
に
入

国
し
よ
う
と
す
る
人
が
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
南
部
氏
は
、
こ
の
よ
う
な

パ
ス
ポ
ー
ト
の
偽
造
や
変
造
を
見
抜

く
鑑
識
分
野
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在

で
あ
り
、
我
が
国
の
第
一
人
者
で
す
。
�

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
プ
リ
ン
タ
な
ど

の
性
能
が
向
上
す
る
中
、
パ
ス
ポ
ー

ト
の
偽
造
や
変
造
は
ま
す
ま
す
精
巧

と
な
り
、
発
見
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
南
部
氏
は
、
長
年
の
入
国
審

査
の
仕
事
を
通
じ
て
得
た
知
識
や
経

験
を
い
か
し
、
そ
の
よ
う
な
パ
ス
ポ

ー
ト
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
る
高
性

能
の
文
書
鑑
識
機
器
の
開
発
と
導
入

に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

自
ら
の
高
度
な
鑑
識
力
を
い
か
し
、

警
察
等
に
協
力
し
て
組
織
犯
罪
の
摘

発
に
貢
献
し
た
り
、
第
一
線
の
入
国

審
査
官
の
能
力
向
上
に
も
尽
力
し
て

き
ま
し
た
。
�

　
南
部
氏
は
、
今
、
日
本
を
代
表
す

る
国
際
空
港
で
あ
る
成
田
空
港
に
お

い
て
、
「
東
京
入
国
管
理
局
成
田
空

港
支
局
偽
変
造
文
書
対
策
室
長
」
と

し
て
、
更
な
る
鑑
識
技
術
や
機
器
の

発
展
向
上
に
努
力
を
続
け
る
か
た
わ
ら
、

国
際
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
諸
外

国
に
こ
の
鑑
識
技
術
を
紹
介
す
る
な
ど
、

多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
�

　
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
南
部
氏
は
、

次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
�

「
こ
の
度
の
受
賞
は
、
私
一
人
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
歴
代
の
偽
変
造

文
書
対
策
室
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
努
力

が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
て

お
り
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ま
す
ま
す
精
巧
に
な
る

偽
変
造
旅
券
の
発
見
の
た
め
に
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」�

�　
法
務
総
合
研
究
所
国
際
連
合
研
修

協
力
部
及
び
総
務
企
画
部
国
際
研
修

事
務
部
門
は
、
国
連
と
の
協
定
に
基

づ
く
、
国
連
の
機
関
で
あ
る
「
国
連

ア
ジ
ア
極
東
犯
罪
防
止
研
修
所
」
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
　
　
�

　
そ
の
仕
事
は
、
外
国
の
警
察
官
・

検
察
官
・
裁
判
官
・
刑
務
所
職
員
の

ほ
か
、
犯
罪
を
犯
し
た
人
が
立
ち
直

る
た
め
の
仕
事
を
し
て
い
る
公
務
員

な
ど
を
日
本
に
招
い
て
、
一
緒
に
犯

罪
の
防
止
や
犯
罪
を
犯
し
た
人
の
立

ち
直
り
方
に
つ
い
て
勉
強
し
て
、
そ

れ
ら
の
人
た
ち
が
自
分
の
国
に
戻
り
、

日
本
で
勉
強
し
た
こ
と
を
い
か
し
て
、

世
界
中
の
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
に

活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
国
際
的
な
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
こ
れ
ま
で
に
、
40
年
以
上
に
わ
た

っ
て
、
世
界
の
1
0
4
か
国
か
ら

2
0
0
0
以
上
の
人
た
ち
を
日
本
に

招
い
て
一
緒
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
�

受
賞
に
つ
い
て
、
代
表
者
の
方
か
ら

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

「
今
回
、
私
た
ち
の
国
際
的
な
仕
事

を
認
め
て
い
た
だ
き
、
人
事
院
総
裁

賞
と
い
う
大
変
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
て
、
職
員
一
同
た

い
へ
ん
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
本
を
含
め
犯
罪
の

な
い
世
界
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
世
界
の
国
々
の
人
た
ち
と
一

緒
に
一
生
懸
命
努
力
し
ま
す
。
」
�

��　
8
月
3
日
、
東
京
・
台
東
区
の
東

京
芸
術
大
学
美
術
学
部
鍛
金
研
究
室

に
お
い
て
「
匠
か
ら
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
in
東
京
芸
術
大
学
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
地
域

と
大
学
と
の
新
し
い
連
携
を
念
頭
に

置
き
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
供

を
育
む
環
境
づ
く
り
の
一
つ
の
モ
デ

ル
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
小

学
生
と
親
が
、
宮
田
亮
平
教
授
（
美

術
学
部
長
）
を
始
め
と
す
る
研
究
室

の
講
師
・
学
生
の
方
々
か
ら
直
接
指

導
を
受
け
、
金
属
を
た
た
い
て
形
を

造
る
「
鍛
金
」
と
い
う
技
法
を
使
っ

て
純
銀
で
ス
プ
ー
ン
を
制
作
す
る
こ

と
を
通
じ
、
匠
の
「
技
」
と
「
心
」

を
学
び
ま
し
た
。
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
、
一
日
が
か
り
で
完
成
し
た
ス

プ
ー
ン
を
使
っ
て
食
べ
た
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
味
は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
�

��　
　
12
月
15
日
、
第
53
回

社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

法
務
大
臣

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
に
特
に
協
力
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
個
人
や
団
体
に
対

し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
は
、

全
国
の
受
彰
者
を
代
表
し
て
、

上
記
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
協

力
を
い
た
だ
い
た
東
京
芸
術
大

学
美
術
学
部
鍛
金
研
究
室
の
皆

さ
ん
と
、
こ
の
運
動
の
広
報
ビ

デ
オ
「
君
は
一
人
じ
ゃ
な
い
」

に
出
演
さ
れ
た
立
花
彩
野
さ
ん

に
対
し
て
野
沢
法
務
大
臣
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
�

�

　
�

　
7
月
16
日
か
ら
21
日
ま
で
、
都
内

の
百
貨
店
に
お
い
て
、

社
会
を
明

る
く
す
る
運
動

協
賛
美
術
展
「
有

芽
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
若

手
画
家
の
発
表
の
場
と
し
て
18
回
目

を
迎
え
る
本
展
で
は
、
法
務
大
臣
、

日
本
更
生
保
護
協
会
、
日
本
更
生
保

護
女
性
連
盟
か
ら
各
１
作
品
に
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
�

�

�

「人事院総裁賞」�

国民の理解と信頼の向上に貢献した�
公務員に対して送られる�

「人事院総裁賞」に�
法務省の2組が�
選ばれました。�

「私たちも参加する裁判へ」�

た
ん
き
ん�

ゆ
う�

が�
た
く
み�

“�

“�

�

“�

“�

“� “�



民事手続の改善を進めています。�人KENまもる君 人KENあゆみちゃんが特別人権擁護委員に�

内　容�

女性問題�

いじめ�

高齢者問題�

障害者問題�

同和問題�

国際化に伴う人権問題�

差別問題一般�

環境問題�

戦争・平和�

プライバシー問題�

その他�

％�

2.1�

25.5�

4.7�

15.7�

3.3�

4.3�

10.3�

5.8�

12.0�

1.2�

15.4

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
日
本
の
援
助
に
よ
る
�

少
年
院
が
完
成
し
ま
し
た
。
�

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
�

人
権
擁
護
委
員�

このコーナーでは、法
務省の仕事に携わる人
たちを毎号一人ずつ紹
介していきます。�
今回ご紹介するのは、
人権擁護委員　鈴木千
代子さんです。�

鈴
木
千
代
子
さ
ん
（
64
歳
）　
宮
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
　
　�

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
�

人�
顔�

●�5

民
事
執
行
法
等
の
改
正�

〜
民
事
執
行
制
度
が
使
い
や
す
く
な
り
ま
す
〜�

民
事
執
行
、民
事
訴
訟
、人
事
訴
訟
を
改
善
す
る
三
つ
の
法
律
が
成
立
し
、�

こ
れ
ま
で
以
上
に
民
事
手
続
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。�

民
事
手
続
の
改
善
を
進
め
る�

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
昭
和
56
年
度

か
ら
、
毎
年
「
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施

し
て
お
り
、
今
年
で
23
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
�

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る

た
め
の
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し
て
、

次
代
を
担
う
中
学
生
に
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
作
文
を
書
い
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
人
権

感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
大
会
で
は
、
全
国
の
中
学
校
1

万
2
千
1
2
9
校
（
盲
学
校
、
聾
学
校
、

養
護
学
校
の
中
等
部
を
含
む
。
）
の

48
・
4
％
に
当
た
る
5
千
8
6
7
校

か
ら
、
73
万
6
千
7
6
0
編
も
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
応
募
数
は
、

実
に
全
国
の
中
学
校
在
学
者
数
の
19

・
5
％
に
当
た
り
ま
す
。
�

　
い
ず
れ
の
作
品
も
、
日
常
の
家

庭
生
活
や
学
校
生
活
な
ど
の
中
で

得
た
体
験
を
も
と
に
、
基
本
的
人

権
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
考
え
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
今
回
も
優
秀
な
作
品
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
�

�応
募
作
品
の
傾
向
�

　
全
応
募
作
品
の
内
容
別
内
訳
は

表
の
と
お
り
で
あ
り
、
「
い
じ
め
」

に
関
す
る
作
文
が
応
募
総
数
全
体

の
25
・
5
％
（
18
万
7
千
7
4
5
編
）

を
占
め
て
お
り
、
中
学
生
に
と
っ

て
依
然
と
し
て
、
い
じ
め
が
身
近

で
重
大
な
人
権
問
題
と
し
て
意
識

さ
れ
、
今
な
お
深
刻
な
状
況
に
あ

る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
�

�������中
央
大
会
審
査
�

　
中
央
大
会
に
は
、
都
道
府
県
（
北

海
道
は
、
札
幌
法
務
局
及
び
函
館
、

旭
川
、
釧
路
の
各
地
方
法
務
局

単
位
）
地
方
大
会
を
経
た
代
表
作

品
80
編
が
推
薦
さ
れ
、
11
月
10
日

に
法
務
省
で
、
最
終
審
査
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
�

　
作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん
（
審
査

員
長
）
や
、
映
画
監
督
の
山
田
洋

次
さ
ん
ら
七
名
の
審
査
員
に
よ
る

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
36
編
の
作

品
が
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
始
め

と
す
る
各
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
�

�■
中
央
大
会
入
賞
者
�

　
●
内
閣
総
理
大
臣
賞
�

　
「
が
ん
ば
れ
！
自
分
」
�

　
　
　
埼
玉
県
・
野
口
　
綾
大
�

　
●
法
務
大
臣
賞
�

　
「
お
兄
ち
ゃ
ん
の
不
登
校
」
�

 
　
 
滋
賀
県
・
東
 
裕
輝
�

　
●
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
�

　
「
知
る
こ
と
と
人
権
」
�

 
　
 
佐
賀
県
・
松
隈
　
愛
由
美
�

　
●
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
　
　
�

　
「
命
」
�

 
　
 
兵
庫
県
・
折
笠
 
舞
�

　
●
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長
賞
　
　
�

　
「
国
籍
は
個
性
に
」
�

 
 
　
神
奈
川
県
・
ナ
ワ
ビ
　
矢
麻
�

　
●
日
本
放
送
協
会
会
長
賞
�

　
「
我
家
に
お
け
る
男
女
平
等
」
�

 
 
　
熊
本
県
・
赤
石
　
佳
奈
枝
�

　
●
法
務
副
大
臣
賞
 　
1
名
�

　
●
法
務
大
臣
政
務
官
賞
 　
1
名
�

　
●
法
務
事
務
次
官
賞
 　
3
名
�

　
●
人
権
擁
護
局
長
賞
　
25
名
�

　
●
奨
励
賞
 
 
 
44
名
�

�　
各
賞
の
入
賞
者
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
在
住
す
る
都
道
府
県
の
法
務
局
・

地
方
法
務
局
を
通
じ
、
12
月
4
日

を
表
彰
日
と
し
て
、
表
彰
状
と
記

念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
�

�作
文
を
読
み
た
い
と
き
は
？
�

　
内
閣
総
理
大
臣
賞
か
ら
法
務
事

務
次
官
賞
ま
で
の
各
賞
を
受
賞
し

た
作
品
に
つ
い
て
は
、
「
第
23
回

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品
集
」
と
し
て
本
年
2

月
に
発
刊
さ
れ
、
全
国
の
法
務
局
・

地
方
法
務
局
で
配
布
さ
れ
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
紹
介
す
る
予
定
で
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
競
売
の
妨

害
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

　
お
金
を
借
り
た
人
が
約
束
ど

お
り
に
返
さ
な
い
場
合
に
は
、

お
金
を
借
り
た
際
に
担
保
を
付

け
た
建
物
な
ど
を
裁
判
所
が
競

売
で
売
却
し
て
、
売
却
代
金
か

ら
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
は
、

担
保
を
付
け
た
建
物
を
借
り
た

人
は
、
建
物
が
競
売
さ
れ
て
も
、

一
定
の
期
間
は
そ
の
建
物
に
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
制
度
を
悪
用
し
て
、
暴
力
団

な
ど
（
占
有
屋
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
）
が
建
物
に
入
り
込
ん
で

競
売
を
妨
害
す
る
事
例
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
制
度

を
改
め
て
、
占
有
屋
が
競
売
を
妨

害
し
に
く
く
し
ま
し
た
。�

�

将
来
分
の
養
育
費
の
取
立
て
が
簡

単
に
な
り
ま
す
。�

　
判
決
な
ど
で
子
ど
も
の
養
育
費

を
毎
月
支
払
う
よ
う
に
命
じ
ら
れ

た
親
が
こ
れ
を
支
払
わ
な
い
と
き
は
、

裁
判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
親
の
給
料
か
ら
強
制
的

に
取
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
毎
月
の

養
育
費
の
支
払
日
が
来
る
ご
と
に
、

裁
判
所
に
対
す
る
申
立
て
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
便
な

手
続
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
で
は
、

支
払
日
が
ま
だ
来
て
い
な
い
将
来

分
の
養
育
費
に
つ
い
て
も
一
括
し
て
、

一
度
に
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。�

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
競
売
の
妨
害
を
防
止
す
る
こ
と
や
、�

子
ど
も
の
養
育
費
を
払
わ
な
い
親
か
ら
こ
れ
を
強
制
的
に�

取
り
立
て
や
す
く
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
民
法
、
民
事
執
行
法
等
の�

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。�

民
事
訴
訟
法
等
の
改
正�

〜
民
事
裁
判
が
一
層
適
正
に
、�

か
つ
早
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
〜�

民
事
裁
判
の
充
実
及
び
迅
速
化
を
図
る
た
め
の�

民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。�

新
し
い「
人
事
訴
訟
法
」の
制
定�

〜
離
婚
の
裁
判
の
手
続
が
変
わ
り
ま
す
〜�

家
庭
裁
判
所
の
機
能
を
広
げ
、離
婚
の
裁
判
等
を
家
庭
裁
判
所
で�

取
り
扱
う
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
「
人
事
訴
訟
法
」
が
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。�

難
し
い
紛
争
も
よ
り
早
く
解
決
し

ま
す
。�

　
民
事
訴
訟
の
解
決
の
た
め
に
必

要
な
期
間
は
、
全
体
と
し
て
は
だ

ん
だ
ん
短
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

中
に
は
、
大
規
模
な
公
害
を
め
ぐ

る
裁
判
や
、
専
門
的
で
難
し
い
医

療
に
関
す
る
裁
判
な
ど
、
す
ぐ
に

は
解
決
で
き
な
い
事
件
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
な
お
「
裁
判
に
は
時
間

が
か
か
る
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
よ
う

な
事
件
も
よ
り
早
く
判
決
が
出
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
審
理
を
計
画

的
に
行
う
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
訴
え
を
起
こ
す
前
に
必

要
な
証
拠
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
、

相
手
方
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
手
続
や
、
必
要
な
書

類
の
取
寄
せ
を
裁
判
所
に
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
る
手
続
な
ど
を
新

た
に
設
け
て
、
証
拠
を
集
め
る
手
続

も
広
げ
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
医
療
に
関
す
る
裁
判
の

よ
う
に
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
な

る
事
件
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
が
医

師
等
の
専
門
家
に
関
与
し
て
も
ら
っ

て
説
明
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。�

身
近
な
紛
争
を
素
早
く
解
決
し
ま
す
。�

　
例
え
ば
、
日
常
生
活
で
起
き
る
よ

う
な
少
額
な
紛
争
に
つ
い
て
は
、
簡

単
な
手
続
で
、
原
則
と
し
て
一
日
だ

け
裁
判
所
に
行
け
ば
判
決
が
得
ら
れ

る
「
少
額
訴
訟
手
続
」
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、

こ
の
手
続
が
利
用
で
き
る
上
限
額
を
、

現
在
の
三
〇
万
円
か
ら
六
〇
万
円
に

引
き
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

少
額
の
紛
争
に
つ
い
て
、
そ
の
額
に

見
合
っ
た
時
間
と
労
力
で
解
決
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。�

★改正前�

★改正後�

支払日が経過するたびに裁判所に執行の申立てを�
することが必要�

将来分の養育費についても債務者の給料に対する�
執行が可能�

裁判官�

家事調停委員� 家事調停委員�

調停（話合い）�

離婚訴訟�

解決�

●
法
務
省
の
海
外
支
援
�

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
日
本
の
援
助
に
よ
る
�

少
年
院
が
完
成
し
ま
し
た
。
�

●モンテンルパ少年訓練施設（少年院）�

第
23
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
�

中
央
大
会
入
賞
者
決
ま
る
！
�

「
第
55
回
人
権
週
間
」
初
日
の

12
月
4
日
（
木
）
、
人
権
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ

ま
も
る
君
と
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み

ち
ゃ
ん
が
、
野
沢
法
務
大
臣
か

ら
特
別
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
法
務
大
臣
室
に

入
っ
て
き
た
二
人
を
見
た
野
沢

法
務
大
臣
は
、
「
大
き
い
な
ぁ
」

と
驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
�

　
は
じ
め
に
、
野
沢
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
状
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

委
嘱
状
と
と
も
に
「
特
別
人
権
擁

護
委
員
　
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
」
、
「
特

別
人
権
擁
護
委
員
　
人
権
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ

み
ち
ゃ
ん
」
と
書
か
れ
た
特
大
の

た
す
き
が
二
人
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
続
い
て
、
大
臣
か
ら
「
お
二
人

が
協
力
し
て
、
国
民
一
人
一
人
が

主
体
的
に
豊
か
な
人
権
感
覚
を
育

て
て
い
く
よ
う
な
啓
発
活
動
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
二

人
は
、
「
が
ん
ば
り
ま
す
。
」
と

答
え
ま
し
た
。
�

　
最
後
に
、
大
臣
、
吉
戒
人
権
擁

護
局
長
、
鹿
島
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
長
と
笑
顔
の
記
念
写
真

の
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
　
★
�

　
今
後
の
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
活
躍

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！
�

◆
人
権
擁
護
委
員
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？�

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、

全
国
に
約
１
万
４
千
人
お
り
ま
す
。
人
権

擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
と
密
接
に
接
触

し
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
に
努
め
た
り
、

自
宅
や
人
権
相
談
所
に
お
い
て
地
域
住
民

か
ら
人
権
問
題
の
相
談
を
受
け
た
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
権
侵
犯
の
申
告
を
受

け
た
と
き
に
は
調
査
、
情
報
の
収
集
を
行
い
、

法
務
局
へ
通
報
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

◆
人
権
擁
護
委
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

　
何
で
す
か
？�

　
市
で
青
少
年
問
題
に
か
か
わ

っ
て
い
た
と
き
に
、
市
長
か
ら

や
っ
て
み
な
い
か
と
言
わ
れ
、

推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。�

�

◆
人
権
擁
護
委
員
の
や
り
が

　
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？�

　
人
権
相
談
を
通
じ
て
、
相
談

者
と
接
し
な
が
ら
、
そ
の
人
が

良
い
方
向
に
向
か
っ
て
行
く
と

い
う
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
私
は
も

う
20
年
以
上
人
権
擁
護
委
員
を
や
っ
て
い

ま
す
が
、
何
年
も
前
に
相
談
を
受
け
た
方

か
ら
電
話
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

◆
心
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ

　
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。�

　
平
成
8
年
ご
ろ
、
中
学
生
の
息
子
が
不

登
校
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
相
談
を
母
親

か
ら
受
け
て
自
宅
を
訪
問
し
た
の
で
す
が
、

息
子
さ
ん
は
会
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
も
粘
り
強
く
通
っ
た
と
こ
ろ
、
息

子
さ
ん
か
ら
年
賀
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
手
紙
を
出
す
と
、
2

通
に
１
通
く
ら
い
の
割
合
で
返
事
が
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
学

校
に
は
行
け
な
く

て
も
、
何
か
で
き

る
こ
と
を
始
め
た

ら
。
」
と
勧
め
た

と
こ
ろ
、
し
ば
ら

く
し
て
新
聞
配
達

を
始
め
ま
し
た
。

彼
は
中
学
を
卒
業
し
、

今
専
門
学
校
に
通

っ
て
い
ま
す
。
最
近
、

成
人
の
お
祝
い
の

席
に
よ
ば
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
の

職
務
を
越
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
、
他
人
が
良

い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
う

れ
し
い
で
す
ね
。�

�

◆
最
後
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
　

　
ま
す
。�

　
自
分
の
人
権
ば
か
り
主
張
し
、
他
人
の

人
権
を
考
え
な
い
人
が
、
最
近
多
い
と
感

じ
ま
す
。
何
か
問
題
が
起
き
た
と
き
に
、

自
分
自
身
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
解

決
に
結
び
つ
け
る
努
力
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。�

　
法
務
省
の
施
設
課
で
は
、
国
内

の
刑
務
所
や
少
年
院
を
始
め
と
す

る
収
容
施
設
や
検
察
庁
、
法
務
局

な
ど
の
庁
舎
を
設
計
す
る
こ
と
を

主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
に
も
、
外
国
に
対
し
て
収

容
施
設
を
造
る
た
め
の
技
術
援
助

の
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。
�

　
昨
年
の
9
月
9
日
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
共
和
国
モ
ン
テ
ン
ル
パ
市
に
あ

る
ニ
ュ
ー
ビ
リ
ビ
ッ
ト
刑
務
所
の

一
角
で
、
日
本
の
援
助
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
少
年
院
の
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
日
本
の
少

年
院
の
よ
う
な
施
設
が
な
く
、
犯

罪
を
犯
し
た
少
年
は
大
人
の
入
る

刑
務
所
に
一
緒
に
入
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
�

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
、
日
本
の

少
年
院
を
お
手
本
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
も
同
じ
よ
う
な
施
設
を
造
り
た

い
と
、
日
本
に
協
力
を
要
請
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
要
請
に
こ
た
え

る
た
め
法
務
省
か
ら
二
人
の
担
当

者
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
の
一
人
が
施
設
課
の
職
員
で
す
。
�

　
左
上
の
写
真
の
建
物
が
派
遣
さ

れ
た
職
員
た
ち
に
よ
っ
て
造
ら
れ

た
少
年
院
で
す
。
�

　
刑
務
所
な
ど
の
収
容
施
設
は
、

罪
を
犯
し
た
人
に
反
省
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
社
会
に
戻
る
た
め
に

訓
練
す
る
施
設
で
あ
り
と
て
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
�

　
特
に
、
少
年
の
場
合
は
、
教
育

や
訓
練
に
よ
っ
て
、
立
ち
直
る
可

能
性
が
大
き
い
も
の
で
す
か
ら
、

少
年
院
の
役
割
は
、
一
層
重
要
で
す
。
�

　
外
国
の
収
容
施
設
建
設
に
援
助

の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
は
、
そ

の
国
の
未
来
を
築
く
こ
と
に
協
力

す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
方
で
こ
れ
ら
の
援
助
を
通
じ
て

国
際
社
会
が
安
定
す
る
こ
と
は
、

日
本
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
も
な

る
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。
�

せ
ん
ゆ
う
や�

き
ょ
う
ば
い�

離
婚
の
裁
判
も
家
庭
裁
判
所
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

　
た
と
え
ば
、
夫
婦
の
一
方
が
離

婚
を
し
た
い
け
れ
ど
も
相
手
が
応

じ
な
い
と
き
は
、
ま
ず
裁
判
所
で

話
合
い
（
こ
れ
を
調
停
と
い
い

ま
す
。
）
を
行
い
、
調
停
が
成
立

し
な
い
と
き
は
、
離
婚
の

裁
判
を
起
こ
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

　
現
在
、
離
婚
調
停
の
手

続
は
家
庭
裁
判
所
で
、
離

婚
の
裁
判
の
手
続
は
地
方

裁
判
所
で
そ
れ
ぞ
れ
取
り

扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
一
つ
の
事
件
の
解

決
が
家
庭
裁
判
所
の
手
続

と
地
方
裁
判
所
の
手
続
に

分
か
れ
て
い
て
利
用
し
に

く
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま

し
た
。�

　
そ
こ
で
、
新
し
い
法
律

で
は
、
離
婚
調
停
に
加
え
て
、

離
婚
の
裁
判
も
同
じ
家
庭

裁
判
所
で
取
り
扱
う
こ
と

に
し
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
利

用
し
や
す
い
手
続
に
し
て
い
ま
す
。�

�

家
庭
裁
判
所
調
査
官
の
専
門
的
な

調
査
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。�

　
離
婚
を
す
る
際
に
、
夫
婦
に
未

成
年
の
子
ど
も
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
子
の
親
権
者
を
決
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
離
婚
後
に

子
ど
も
を
引
き
取
ら
な
か
っ
た
親

が
子
ど
も
と
面
会
す
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
取
り
決
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
家
庭
裁
判
所
に
は
、
児

童
心
理
学
な
ど
に
つ
い
て
専
門
的

な
知
識
経
験
を
持
つ
家
庭
裁
判
所

調
査
官
が
い
ま
す
が
、
新
し
い
法

律
で
は
、
家
庭
裁
判
所
が
離
婚
の

裁
判
で
子
ど
も
の
親
権
者
等
に
つ

い
て
定
め
る
と
き
に
、
こ
の
家
庭

裁
判
所
調
査
官
が
関
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
事

情
か
ら
や
む
を
得
ず
離
婚
の
裁
判

に
至
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
離
婚

後
の
子
ど
も
の
親
権
者
等
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
り
子
ど
も

の
福
祉
に
か
な
っ
た
適
切
な
結
論

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。�


